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(57)【要約】
【課題】見学希望者の要望に応えた見学コースを容易に
知らせることができる見学スケジュール作成システムを
提供する。
【解決手段】インターネット網５０に接続されたサーバ
２０と、インターネット網５０に接続されるユーザ端末
４０と、サーバ２０に接続され、サーバ２０に記憶され
ている情報を管理する管理用端末と、を備えた発電所設
備の見学スケジュール作成システム１において、サーバ
２０は、見学場所と、見学場所における見学条件を記憶
する大容量記憶装置を有し、見学場所をユーザに指定さ
せるウェブ画面を作成し、このウェブ画面を表示したユ
ーザ端末４０から送信された見学場所に基づいて見学コ
ースを作成して、見学コースをユーザに指定させるウェ
ブ画面を作成し、このウェブ画面を表示したユーザ端末
４０から送信された見学コースを含む全体の見学スケジ
ュールを作成し、このウェブ画面を表示したユーザ端末
４０に表示させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネット網に接続されたサーバと、
　インターネット網に接続され、前記サーバから提供される発電所設備の見学申込に関す
るウェブ画面の閲覧、当該ウェブ画面に表示される前記見学申込に必要な入力項目への入
力、及び当該入力した情報の前記サーバへの送信を行うユーザ端末と、
　前記サーバに接続され、前記サーバに記憶されている情報を管理する管理用端末と、を
備えた発電所設備の見学スケジュール作成システムにおいて、
　前記サーバは、
　見学場所と、当該見学場所における見学条件を記憶する情報記憶部と、
　前記ウェブ画面を作成する画面作成部と、
　所定の見学希望日において前記見学条件を満たしている見学場所を前記情報記憶部から
抽出する見学場所抽出部と、
　前記見学場所抽出部が抽出した見学場所の中からユーザが選択した見学場所を組み合わ
せて、発電所設備の見学コースの候補を設定する見学コース設定部と、
　当該見学コース設定部が設定した見学コースの候補の中からユーザが選択した見学コー
スを見学するスケジュールを含む、全体の見学スケジュールを作成する見学スケジュール
作成部と、を備え、
　前記画面作成部は、
　見学希望日を入力する項目を含む希望日入力画面と、
　前記希望日入力画面に入力された見学希望日に基づいて、前記見学場所抽出部が抽出し
た見学場所の中から所望の見学場所をユーザに選択させる選択画面と、
　前記選択画面においてユーザに選択された見学場所に基づいて、前記見学コース設定部
が設定した見学コースの候補の中から所望の見学コースをユーザに指定させる見学コース
指定画面と、
　前記見学コース指定画面においてユーザに選択された見学コースに基づいて、前記見学
スケジュール作成部が作成した見学スケジュールを表示する見学スケジュール表示画面と
、を作成することを特徴とする発電所設備の見学スケジュール作成システム。
【請求項２】
　前記見学条件は、発電所設備毎に設定された見学可能時間帯を含み、
　前記見学場所抽出部は、前記全体の見学スケジュールにおける前記見学コースを見学す
る時間帯と、前記見学可能時間帯とを比較して、一致する時間帯がある場合に、前記見学
条件を満たしている見学場所として抽出することを特徴とする請求項１記載の発電所設備
の見学スケジュール作成システム。
【請求項３】
　前記見学コース設定部は、ユーザが選択した見学場所を組み合わせてなる複数の見学コ
ース毎に移動時間を求め、移動時間が短い順から数コースを見学コースの候補に設定する
ことを特徴とする請求項１又は２記載の発電所設備の見学スケジュール作成システム。
【請求項４】
　前記サーバは、前記見学スケジュールに料金の支払いが必要な行程が含まれる場合に、
支払いの合計金額を自動的に計算する計算部を備え、
　前記画面作成部は、前記見学スケジュール表示画面に、前記計算部が計算した合計金額
を表示する画面を含めることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項記載の発電所設
備の見学スケジュール作成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発電所設備の見学スケジュール作成システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、電力会社においては、発電所に対する理解を深めてもらうことや宣伝のために、
発電所設備の見学会を随時行っており、見学会の申込があった場合には、担当者が、見学
する日時の調整、施設内の各部署との調整、見学内容の確認・承認等の各種手続きを行っ
ている。
【０００３】
　また、従来、見学会の申込を受け付けた後における見学担当の部署の負担を軽減するた
めに、特許文献１に記載されている技術が提案されている。特許文献１には、申込書の情
報が格納されたデータベースの内容に基づいて、施設毎に対応する基準の項目の帳票を、
原子力発電所の施設を管理する部署毎に作成する施設見学管理システムについて開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１１７０８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、従来、見学の条件は団体での申込を基本としている。この場合、見学希望者
によっては他に見学したい設備があっても、全体の見学スケジュールに合わせる必要があ
るために、見学会に参加した見学希望者を満足させることができるとは限らない。また、
見学希望者は、見学したいものが見学できるのか否か、あるいはいつどの時点で行われる
のかといった情報を容易に把握することができない。このため、見学希望者の希望に沿っ
た見学スケジュールを作成するには、見学担当部署の担当者が、見学希望者の希望を聞き
、さらにスケジュール調整を行う必要がある。しかし、この場合、見学担当部署の担当者
の負担が大きくなり、また、担当者が見学スケジュールを作成しても、見学希望者を満足
させる見学スケジュールが提示できるとは限らない。
【０００６】
　本発明は、このような問題点を解決し、見学希望者の要望に応えた見学コースを容易に
提示することができる見学スケジュール作成システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するため、本発明は、次に記載する構成を備えている。
【０００８】
　（１）　インターネット網に接続されたサーバと、インターネット網に接続され、前記
サーバから提供される発電所設備の見学申込に関するウェブ画面の閲覧、当該ウェブ画面
に表示される前記見学申込に必要な入力項目への入力、及び当該入力した情報の前記サー
バへの送信を行うユーザ端末と、前記サーバに接続され、前記サーバに記憶されている情
報を管理する管理用端末と、を備えた発電所設備の見学スケジュール作成システムにおい
て、前記サーバは、見学場所と、当該見学場所における見学条件を記憶する情報記憶部と
、前記ウェブ画面を作成する画面作成部と、所定の見学希望日において前記見学条件を満
たしている見学場所を前記情報記憶部から抽出する見学場所抽出部と、前記見学場所抽出
部が抽出した見学場所の中からユーザが選択した見学場所を組み合わせて、発電所設備の
見学コースの候補を設定する見学コース設定部と、当該見学コース設定部が設定した見学
コースの候補の中からユーザが選択した見学コースを見学するスケジュールを含む、全体
の見学スケジュールを作成する見学スケジュール作成部と、を備え、前記画面作成部は、
見学希望日を入力する項目を含む希望日入力画面と、前記希望日入力画面に入力された見
学希望日に基づいて、前記見学場所抽出部が抽出した見学場所の中から所望の見学場所を
ユーザに選択させる選択画面と、前記選択画面においてユーザに選択された見学場所に基
づいて、前記見学コース設定部が設定した見学コースの候補の中から所望の見学コースを
ユーザに指定させる見学コース指定画面と、前記見学コース指定画面においてユーザに選
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択された見学コースに基づいて、前記見学スケジュール作成部が作成した見学スケジュー
ルを表示する見学スケジュール表示画面と、を作成することを特徴とする発電所設備の見
学スケジュール作成システム。
【０００９】
　（１）によれば、ユーザ（見学希望者）が見学申込を行う際に、ユーザ端末に、見学希
望日において見学可能な場所（発電所設備）が表示され、ウェブ画面上で希望の見学場所
を選択することができる。そして、サーバは、ユーザ（見学希望者）が選択した見学場所
に基づいて見学コースを設定し、さらに、見学コースを含む見学スケジュールを自動的に
作成して、ユーザ端末に見学スケジュール表示画面として表示する。これにより、担当者
の負担を大きくすることなく、しかもユーザ（見学希望者）が満足しうる見学スケジュー
ルをユーザ（見学希望者）に提示することが可能になる。
【００１０】
　（２）　（１）において、前記見学条件は、発電所設備毎に設定された見学可能時間帯
を含み、前記見学場所抽出部は、前記全体の見学スケジュールにおける前記見学コースを
見学する時間帯と、前記見学可能時間帯とを比較して、一致する時間帯がある場合に、前
記見学条件を満たしている見学場所として抽出することを特徴とする発電所設備の見学ス
ケジュール作成システム。
【００１１】
　（２）によれば、実際に見学する予定の時間帯において見学可能な発電所設備を抽出し
て、選択画面に表示させることが可能になる。
【００１２】
　（３）　（１）、（２）において、前記見学コース設定部は、ユーザが選択した見学場
所を組み合わせてなる複数の見学コース毎に移動時間を求め、移動時間が短い順から数コ
ースを見学コースの候補に設定することを特徴とする発電所設備の見学スケジュール作成
システム。
【００１３】
　（３）によれば、移動時間が短い見学コース、言い換えれば実際の見学時間が長く取れ
る見学コースをユーザに提示することが可能になる。
【００１４】
　（４）　（１）～（３）において、前記サーバは、前記見学スケジュールに料金の支払
いが必要な行程が含まれる場合に、支払いの合計金額を自動的に計算する計算部を備え、
前記画面作成部は、前記見学スケジュール表示画面に、前記計算部が計算した合計金額を
表示する画面を含めることを特徴とする発電所設備の見学スケジュール作成システム。
【００１５】
　（４）によれば、見学スケジュールに料金の支払いが必要な行程が含まれていれば、サ
ーバが、ユーザに請求する請求金額を自動的に計算して、ユーザに提示することが可能に
なる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ユーザ（見学希望者）の希望に対応した見学スケジュールをユーザに
提示することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態における見学スケジュール作成システム１の概要を示す説明
図である。
【図２】サーバ２０の機能を示す説明図である。
【図３】大容量記憶装置２４に記憶されている見学テーブルの一例を示す説明図である。
【図４】ユーザ端末４０に表示されるウェブ画面を示す説明図である。
【図５】発電所設備の見学申込を行う手順を示す説明図である。
【図６】ユーザ端末４０に表示されるウェブ画面を示す説明図である。
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【図７】ユーザ端末４０に表示されるウェブ画面を示す説明図である。
【図８】ユーザ端末４０に表示されるウェブ画面を示す説明図である。
【図９】ユーザ端末４０に表示されるウェブ画面を示す説明図である。
【図１０】ユーザ端末４０に表示されるウェブ画面を示す説明図である。
【図１１】ユーザ端末４０に表示されるウェブ画面を示す説明図である。
【図１２】ユーザ端末４０に表示されるウェブ画面を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の一実施形態における見学スケジュール作成システム１の概要を示す説
明図である。見学スケジュール作成システム１は、申込管理用端末１０と、設備管理用端
末１２と、サーバ２０と、ユーザ端末４０と、インターネット網５０とによって構成され
ている。
【００２０】
　申込管理用端末１０は、見学申込や見学スケジュールを管理するために用いる端末であ
り、見学スケジュールに関わる設備や施設、例えば、図６に示すツアーのスケジュールに
おいては、発電所設備の管理室及び温泉施設の管理室に設置されている。
【００２１】
　設備管理用端末１２は、発電所設備の稼働スケジュールを管理するものである。
【００２２】
　サーバ２０は、見学申込に必要な情報、例えば、見学申込用のホームページに用いるウ
ェブ画面を作成するために必要な画像や文書、さらに設備の稼働スケジュール等を記憶し
ている。
【００２３】
　ユーザ端末４０は、発電所設備の見学希望者が、見学申込用のホームページを閲覧する
ために用いるものである。
【００２４】
　申込管理用端末１０、設備管理用端末１２、サーバ２０及びユーザ端末４０は、インタ
ーネット網５０に接続されている。また、申込管理用端末１０、設備管理用端末１２及び
サーバ２０は、ローカルエリアネットワークによって接続されており、互いにデータの送
受信を行うことが可能である。
【００２５】
　図２はサーバ２０の機能を示す説明図である。サーバ２０は、サーバ２０全体を制御す
るＣＰＵ２２と、情報記憶部に相当する大容量記憶装置２４とを備えている。ＣＰＵ２２
は、画面作成部、見学場所抽出部、見学コース設定部、見学スケジュール作成部、ネット
ワーク制御部及び計算部として機能する。
【００２６】
　画面作成部（ＣＰＵ２２）は、大容量記憶装置２４に記憶されているデータを用いて、
ユーザ端末４０において閲覧可能なウェブ画面を作成するものである。
【００２７】
　見学場所抽出部（ＣＰＵ２２）は、ユーザ端末４０からサーバ２０に送られた情報、例
えば、見学希望日に基づいて、大容量記憶装置２４に記憶されているデータの中から、見
学条件を満たしている発電所設備を抽出する機能である。
【００２８】
　見学コース設定部（ＣＰＵ２２）は、見学場所抽出部（ＣＰＵ２２）が抽出した発電所
設備の中から見学希望者が選択した見学希望の発電所設備を組み合わせて、発電所設備の
見学コースの候補を設定するものである。
【００２９】
　見学スケジュール作成部（ＣＰＵ２２）は、ユーザ端末４０からサーバ２０に送られた
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情報に基づいて、見学スケジュールを作成するものである。
【００３０】
　ネットワーク制御部（ＣＰＵ２２）は、ローカルエリアネットワークによる申込管理用
端末１０及び設備管理用端末１２との送受信や、インターネット網５０を介して接続され
たユーザ端末４０との送受信を制御するものである。
【００３１】
　計算部（ＣＰＵ２２）は、見学スケジュールに料金の支払いが必要な行程が含まれる場
合に、支払いの合計金額を自動的に計算するものである。
【００３２】
　また図２において、大容量記憶装置２４には、個々の発電所設備の画像、発電所設備の
名称、見学可能な日付及び見学時間帯等に関する情報が記憶されている。具体的には、例
えば、図３に示す見学テーブルが記憶されている。さらに、大容量記憶装置２４には、画
面作成部（ＣＰＵ２２）がウェブ画面を作成する際に用いる素材となる文字データや画像
データが記憶されている。
【００３３】
　図３は、大容量記憶装置２４に記憶されている見学テーブルの一例を示す説明図である
。この見学テーブルは、見学場所となる発電所施設の名称に、見学可能日、見学可能時間
帯、コメント及び画像ファイル名を関連付けたものである。見学テーブルの内容は、申込
管理用端末１０あるいは設備管理用端末１２を操作することによって、適宜更新すること
が可能である。詳細については後述するが、画面作成部（ＣＰＵ２２）は、見学テーブル
のデータに基づいて、図８に示すウェブ画面を作成する。
【００３４】
　また、大容量記憶装置２４には、発電所の敷地内の地図情報が記憶されている。この地
図情報には、所定の見学場所から他の見学場所までの移動時間が設定されている。
【００３５】
　図４は、火力発電所の主要施設の配置例を示す説明図である。図４において、火力発電
所には、１号機１００、２号機１０２、３号機１０４、取水口１０６、放水口１０８、煙
突１１０、石炭サイロ１１２、港１１４、石炭船１１６、及び石炭運搬用鉄道１２０等が
配置されている。
【００３６】
　１号機１００、２号機１０２、３号機１０４は、発電を行う施設であり、石炭を燃焼さ
せるボイラ（図示せず）や発電機（図示せず）、及び発電機（図示せず）を回転させるタ
ービン（図示せず）を備えている。これらの施設においては、ボイラ（図示せず）内で石
炭を燃焼させることによって水に熱を加え、蒸気を発生させる。この蒸気をタービン（図
示せず）に送り込み、タービン（図示せず）を回転させることにより、発電機から電力が
生成される。
【００３７】
　取水口１０６は、１号機１００、２号機１０２、３号機１０４に供給する海水を取水す
るものである。この海水は、１号機１００、２号機１０２、３号機１０４において、ター
ビン（図示せず）を回転させるために生成した蒸気を冷却して復水させるために用いられ
る。なお、復水された水は、再びボイラ（図示せず）に供給される。
【００３８】
　放水口１０８は、取水口１０６から取水され、１号機１００、２号機１０２、３号機１
０４を通過し、熱交換された海水を外部に放水するものである。
【００３９】
　煙突１１０は、石炭をボイラ（図示せず）で燃焼させることによって発生したガスを放
出するものである。ここで、石炭をボイラ（図示せず）で燃焼させることによって発生し
たガスは、有害物質を除去する処理を施した後に放出される。
【００４０】
　石炭サイロ１１２は、ボイラ（図示せず）で燃焼させる石炭を備蓄するものである。石
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炭運搬用鉄道１２０によって運搬された石炭、あるいは港１１４に停泊した石炭船１１６
に積載された石炭は、石炭サイロ１１２に移送される。
【００４１】
　ところで、図４に示す、１号機１００、２号機１０２、３号機１０４、取水口１０６、
放水口１０８、煙突１１０、石炭サイロ１１２、港１１４、石炭船１１６、及び石炭運搬
用鉄道１２０は、見学場所として指定された発電所設備である。ここで、石炭船１１６は
、港１１４に停泊している間しか見学することはできない。さらに、石炭船１１６からの
石炭搬送作業は、特定日の特定時間帯しか見学できない。このように、見学場所によって
は時期的条件がある場合がある。このため、石炭船を管理する部署の担当者は、設備管理
用端末１２（図１参照）を操作することによって、図３に示す見学テーブルにおける見学
可能日及び見学可能時間帯を最新のものに更新する。
【００４２】
　次に、図５を参照しながら、見学スケジュールを作成する流れについて説明する。
　図５は、発電所設備の見学申込を行う手順を示す説明図である。まず、見学希望者は、
ユーザ端末４０を用いて見学申込用のホームページを閲覧する（Ｓ１）。次に、見学希望
者は、ユーザ端末４０を操作して、ウェブ画面に見学希望日を入力する（Ｓ２）。ウェブ
画面に入力した見学希望日は、サーバ２０に送信される。
【００４３】
　サーバ２０がユーザ端末４０から見学希望日を受信すると、見学場所抽出部（ＣＰＵ２
２）は、大容量記憶装置２４に記憶されている見学テーブルを参照して、見学希望日に見
学可能な発電所設備を抽出する。本実施形態においては、見学希望日と、見学スケジュー
ルにおける見学可能時間帯との条件を満たしている発電所設備を、図３に示す見学テーブ
ルから抽出する。そして、画面作成部（ＣＰＵ２２）は、抽出した見学可能な発電所設備
に対応する画像、発電所設備の名称、見学時間帯等を用いて、見学希望者に複数の見学可
能な発電所設備から見学希望の発電所設備を選択させるウェブ画面を作成する（Ｓ３）。
このウェブ画面は、ユーザ端末４０に送信され、ユーザ端末４０のディスプレイに表示さ
れる。
【００４４】
　ユーザ端末４０のディスプレイに、見学希望の発電所設備を選択させるウェブ画面が表
示された後、見学希望者は、ユーザ端末４０を操作して、見学希望の発電所設備を複数指
定する（Ｓ４）。ウェブ画面において指定された複数の発電所設備の情報は、サーバ２０
に送信される。
【００４５】
　サーバ２０がユーザ端末４０から発電所設備の指定情報を受信すると、見学コースの作
成を行う（Ｓ５）。具体的に、見学コース設定部（ＣＰＵ２２）は、見学希望者によって
指定された複数の発電所設備を組み替えることによって複数の見学コースの候補を設定す
る。さらに、見学コースの候補毎に、大容量記憶装置２４の地図情報を参照して、見学す
る発電所設備のある場所から次の発電所設備のある場所までの移動時間を算出し、さらに
見学コースの候補毎に総移動時間を算出する。そして、予め設定されている見学時間から
総移動時間を差し引くことによって、見学コースにおける総見学時間を求め、さらに、見
学コースにおいて見学する発電所設備数及び発電所設備の種類に応じて、１つの発電所設
備あたりの見学時間を割り当てる。そして、見学スケジュール作成部（ＣＰＵ２２）は、
総移動時間が少ないものから数コース抽出して、見学コースの候補を決定する。
【００４６】
　画面作成部（ＣＰＵ２２）は、見学コース設定部（ＣＰＵ２２）が決定した各見学コー
スに、移動時間及び見学時間を付加することによって、複数の見学コース候補の中から希
望の見学コースを選択させるウェブ画面を作成する（Ｓ５）。このウェブ画面は、ユーザ
端末４０に送信され、ユーザ端末４０のディスプレイに表示される。
【００４７】
　ユーザ端末４０のディスプレイに見学コースを選択させるウェブ画面が表示された後、
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見学希望者は、ユーザ端末４０を操作して、希望の見学コースを選択する（Ｓ６）。ウェ
ブ画面において選択された見学コースの指定情報は、サーバ２０に送信される。
【００４８】
　サーバ２０がユーザ端末４０から見学コースの指定情報を受信すると、画面作成部（Ｃ
ＰＵ２２）は、見学希望者が指定した見学コースを含む全体の見学スケジュールを有する
見学スケジュール確認用のウェブ画面を作成する（Ｓ７）。このウェブ画面は、ユーザ端
末４０に送信され、ユーザ端末４０のディスプレイに表示される。
【００４９】
　ユーザ端末４０のディスプレイに全体の見学スケジュールのウェブ画面が表示された後
、見学希望者は、見学スケジュールを確認して問題なければ、ユーザ端末４０を操作して
、見学スケジュールを承認する（Ｓ８）。見学スケジュールの承認情報は、サーバ２０に
送信される。
【００５０】
　サーバ２０がユーザ端末４０から見学スケジュールの承認情報を受信すると、画面作成
部（ＣＰＵ２２）は、見学申込用のウェブ画面を作成する（Ｓ９）。このウェブ画面は、
見学希望日、見学スケジュールの他に、見学希望者の住所、氏名、連絡先、メールアドレ
ス等の情報を入力する項目を備えており、ユーザ端末４０のディスプレイに表示される。
【００５１】
　ユーザ端末４０のディスプレイに全体の見学申込用のウェブ画面が表示された後、見学
希望者は、ユーザ端末４０を操作して、必要項目への入力を行う（Ｓ１０）。見学申込用
のウェブ画面に入力した見学者情報は、サーバ２０に送信される。
【００５２】
　サーバ２０がユーザ端末４０から見学者情報を受信すると、画面作成部（ＣＰＵ２２）
が、見学希望者が入力した見学者情報を反映し、かつ計算部（ＣＰＵ２２）が自動的に計
算した見学スケジュールにおいて発生する支払いの合計金額を含む、見学申込確認用のウ
ェブ画面を作成する（Ｓ１１）。このウェブ画面は、ユーザ端末４０に送信され、ユーザ
端末４０のディスプレイに表示される。
【００５３】
　ユーザ端末４０のディスプレイに見学申込確認用のウェブ画面が表示された後、見学希
望者は、見学申込の内容を確認して問題なければ、ユーザ端末４０を操作して、見学申込
を承認する（Ｓ１２）。見学申込の承認情報は、サーバ２０に送信される。
【００５４】
　サーバ２０がユーザ端末４０から見学申込の承認情報を受信すると、見学申込のデータ
を一時的に大容量記憶装置２４に記憶する。さらに、画面作成部（ＣＰＵ２２）は、計算
部（ＣＰＵ２２）が見学スケジュールにおいて発生する支払いの計算に使用した支払い情
報、及び合計金額に基づいて、料金支払い用のウェブ画面を作成し、送信する（Ｓ１３）
。このウェブ画面には、支払い項目とその単価、支払い項目毎の合計金額、及び全体の合
計金額の他に、支払い方法を入力する入力項目が含まれている。
【００５５】
　ユーザ端末４０のディスプレイに料金支払い用のウェブ画面が表示された後、見学希望
者は、ユーザ端末４０を操作して、入金方法を指定する情報（銀行振り込み、カード決済
、払込票郵送、コンビニ決済等）、その他必要項目を入力する（Ｓ１４）。料金支払い用
のウェブ画面への入力内容は、サーバ２０に送信される。
【００５６】
　サーバ２０がユーザ端末４０から入金方法の指定情報を受信すると、画面作成部（ＣＰ
Ｕ２２）は、見学希望者がユーザ端末４０を操作して指定した入金方法で間違いないか確
認するための、支払い方法確認用のウェブ画面を作成する（Ｓ１５）。このウェブ画面は
、ユーザ端末４０に送信され、ユーザ端末４０のディスプレイに表示される。
【００５７】
　ユーザ端末４０のディスプレイに支払い方法確認用のウェブ画面が表示された後、見学
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希望者は、支払い方法の内容を確認して問題なければ、ユーザ端末４０を操作して、支払
い方法を承認する（Ｓ１６）。支払い方法の承認情報は、サーバ２０に送信される。
【００５８】
　サーバ２０がユーザ端末４０から支払い方法の承認情報を受信すると、ＣＰＵ２２は、
先に取得した見学申込及び支払い方法のデータを、申込管理用端末１０に送信する（Ｓ１
７）。具体的には、見学スケジュールに関わっている設備や施設（例えば、発電所の各種
設備や温泉施設）の申込管理用端末１０に送信される。なお、見学スケジュールに関わっ
ている施設や設備は、ＣＰＵ２２が見学スケジュールから自動的に判別することができる
。
【００５９】
　またＣＰＵ２２は、見学申込及び支払い方法のデータの送信後に見学希望者の見学申込
や支払いのデータをサーバ２０から削除する処理を行う。さらに、画面作成部（ＣＰＵ２
２）は、見学申込終了を報知するウェブ画面を作成する（Ｓ１８）。このウェブ画面は、
ユーザ端末４０に送信され、ユーザ端末４０のディスプレイに表示されることで、見学希
望者は、見学申込が終了したことを確認する（Ｓ１９）。
【００６０】
　申込管理用端末１０は、サーバ２０から見学申込及び支払い方法のデータを受信すると
、このデータを記憶手段（図示せず）に記憶する。このため、見学申込及び支払い方法の
データは、サーバ２０には残らず、申込管理用端末１０によって管理される。さらに、申
込管理用端末１０は、見学スケジュール、料金の支払い方法及び支払期限を記載した電子
メールをユーザ端末４０に送信する（Ｓ２０）。
【００６１】
　その後、見学担当部署の担当員が、見学希望者からの料金支払いを確認した後に、申込
管理用端末１０を操作して、料金の支払い完了及び見学予約の完了を通知する電子メール
をユーザ端末４０に送信する。なお、見学希望者に電子メールを送信する申込管理用端末
１０は、特定の申込管理用端末１０、例えば、発電所設備の見学担当部署の申込管理用端
末１０に限るものとする。また、見学希望者からは、発電所設備の見学担当部署の申込管
理用端末１０に返信メールが届いた場合には、見学担当部署の申込管理用端末１０から他
の設備や施設の申込管理用端末１０に見学希望者からの電子メールを転送する。
【００６２】
　次に、図５に示した見学スケジュールを作成する流れにおいて、ユーザ端末４０のディ
スプレイに表示されるウェブ画面について、図６～図１２を参照しながら説明する。
【００６３】
　見学希望者が、発電所見学ツアーを企画している発電所のホームページを閲覧し、この
ホームページにおいて「発電所見学ツアー」を選択することにより、図６に示す、発電所
見学ツアーを紹介するウェブ画面がユーザ端末４０のディスプレイに表示される（図５の
Ｓ１参照）。本実施形態における発電所見学ツアーは、交通費、昼食費等及び見学をパッ
クにしたツアーであり、パック料金や見学スケジュールの概要等が表示されている。
【００６４】
　図６に示すウェブ画面において、「火力発電所見学ツアー１」の「見学コース案内」を
選択することにより、図７に示すウェブ画面がユーザ端末４０のディスプレイに表示され
る。
【００６５】
　図７に示す見学コース案内のウェブ画面には、見学希望日の入力項目が表示されている
。また、見学コースの選択候補が複数表示されており、各選択候補に対応してチェックボ
ックスが表示されている。本実施形態においては、常時、見学可能な発電所設備をピック
アップしたＡコース及びＢコース、見学希望者が見学コースを設定するカスタムコースが
用意されている。
【００６６】
　図７に示すウェブ画面において、見学希望者がユーザ端末４０を操作して、見学希望日
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を入力項目に入力し（図５のＳ２参照）、さらに、Ａコース又はＢコースのチェックボッ
クスに印を入れて、「次へ」を選択すると、図１０に示すウェブ画面が表示される。また
、カスタムコースのチェックボックスに印を入れて、「次へ」を選択すると、図８に示す
ウェブ画面が表示される。
【００６７】
　図８に示す見学コースカスタム設定のウェブ画面には、複数の発電所設備の写真及び発
電所設備に対応するチェックボックスが表示されている。見学コースカスタム設定のウェ
ブ画面には、図３に示す見学テーブルに記憶されている全ての設備が表示され、その中で
、見学希望日に見学可能な発電所設備については、チェックボックスに印を入れることが
可能であり、見学希望日に見学できない発電所設備については、チェックボックスに印を
入れることが不可能である。例えば、図３に示す見学テーブルにおいて、石炭船からの石
炭搬送の見学可能日と、見学希望日が一致し、かつ搬送作業が実行される時間帯と、見学
スケジュールにおける見学時間帯とに一致する部分がある場合には、見学可能な発電所設
備であるとしてチェックボックスに印を入れることが可能になる。それ以外は、見学不可
能であるとして、チェックボックスに印を入れることが不可能になるとともに、図８に示
すように、見学できない旨が表示される。そして、図８に示すウェブ画面において、見学
希望者がユーザ端末４０を操作して、見学希望の発電所設備にチェックボックスに印を入
れて、「次へ」を選択すると（図５のＳ４参照）、図９に示すウェブ画面が表示される。
【００６８】
　図９に示す見学コース案内のウェブ画面には、見学コースの候補が表示されている。ま
た、見学コースの選択候補が複数表示されており、各選択候補に対応してチェックボック
スが表示されている。本実施形態においては、候補が３つ表示されるが、それ以上であっ
てもよい。そして、図９に示すウェブ画面において、見学希望者がユーザ端末４０を操作
して、希望する候補のチェックボックスに印を入れて、「次へ」を選択すると（図５のＳ
６参照）、図１０に示すウェブ画面が表示される。ここで、見学コースを再設定したい場
合には、「戻る」を選択することにより、図８に示す見学コースカスタム設定のウェブ画
面に戻り、再度、見学する発電所設備の選択を行う。
【００６９】
　図１０に示す見学スケジュール確認のウェブ画面には、見学希望日、見学スケジュール
、及び発電所における見学コースが表示されるとともに、「はい」か「いいえ」のいずれ
かを選択させる選択ボタンが表示される。そして、図１０に示すウェブ画面において、見
学希望者がユーザ端末４０を操作して、「はい」を選択した場合には（図５のＳ８参照）
、図１１に示すウェブ画面が表示される。「いいえ」を選択した場合には、ホームページ
のトップ画面が表示される。
【００７０】
　図１１に示す申込書作成のウェブ画面には、既に、見学希望者が承認しているパック名
、見学希望日、見学スケジュール、及び見学コースの他に、見学希望者（申込者）の氏名
、住所、電話番号、電子メールアドレス等の入力項目、及び参加人数の入力項目が表示さ
れる。見学希望者は、ユーザ端末４０を操作して、図１１に示すウェブ画面の各入力項目
に必要事項を入力して、「次へ」を選択すると（図５のＳ１０参照）、図１２に示すウェ
ブ画面が表示される。
【００７１】
　図１２に示す申込書のウェブ画面には、見学希望日、見学スケジュール、及び発電所に
おける見学コースが表示され、さらに図１１に示す申込書作成のウェブ画面において入力
された内容が表示されるとともに、請求料金が表示される。また、申込書のウェブ画面に
は、「はい」か「いいえ」のいずれかを選択させる選択ボタンが表示される。請求料金は
、図６に示す発電所見学ツアーを紹介するウェブ画面に表示された料金と、参加人数とに
基づいて計算される。そして、図１２に示すウェブ画面において、見学希望者がユーザ端
末４０を操作して、「はい」を選択した場合には（図５のＳ１２参照）、図示しない支払
い方法の選択を行う画面に移動する。「いいえ」を選択した場合には、ホームページのト
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ップ画面が表示される。
【００７２】
　その後、見学希望者は、ウェブ画面にしたがって図示しない支払い方法の選択を行い、
支払い方法が確定した時点で見学申込が完了する。そして、見学担当部署の担当者は、指
定期日までに料金の支払いを確認した場合に、申込管理用端末１０を操作して、支払いを
確認した旨及び発電所設備内の見学を許可する旨の電子メールをユーザ端末４０に送信す
る。指定期日までに料金の支払いが確認されない場合には、支払いの延長期日を伝達する
とともに、ツアーの参加人数によっては見学できなくなる可能性があることを伝達する電
子メールを送信する。
【００７３】
　以上、説明したように構成された本実施形態によれば、見学希望者が見学申込を行う際
に、ユーザ端末４０に、見学希望日において見学可能な発電所設備が表示され、ウェブ画
面上で見学希望の発電所設備を選択することができる。そして、サーバ２０は、見学希望
者が選択した発電所設備に基づいて見学コースを設定し、さらに、見学コースを含む見学
スケジュールを自動的に作成して、ユーザ端末に見学スケジュール表示画面として表示す
る。これにより、見学担当部署の担当者の負担を大きくすることなく、見学希望者に見学
スケジュールを提案することが可能になる。
【００７４】
　また、本実施形態によれば、見学希望者が見学コースを見学する時間帯と、発電所設備
において見学可能な時間帯とを比較して、一致する時間帯がある場合に、見学条件を満た
している発電所設備として抽出する。これにより、実際に見学する予定の時間帯において
見学可能な発電所設備をウェブ画面（図８参照）に表示させることが可能になる。
【００７５】
　また、本実施形態によれば、見学希望者が選択した発電所設備を組み合わせてなる複数
の見学コース毎に移動時間を求め、移動時間が短い順から数コースを見学コースの候補に
設定する。これにより、移動時間が短い見学コースを見学希望者に提案することが可能に
なる。
【００７６】
　また、本実施形態によれば、見学スケジュールに料金の支払いが必要な行程が含まれて
いれば、サーバ２０が、ユーザに請求する請求金額を自動的に計算して、ウェブ画面（図
１２参照）に表示させることにより、見学希望者に支払いに関する情報を見学申込前に知
らせることが可能になる。
【００７７】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、上述した実施形態に限るもの
ではない。例えば、上述した実施形態は、火力発電所の見学について説明したが、原子力
発電所あるいは水力発電所の見学にも適用可能である。また、見学コースは、発電所内の
設備を見学する他に、例えば、煙突から排出するガスの熱や、タービンを回転させる蒸気
を冷却して温水になった海水を利用した施設、具体的には、温水プールや熱帯植物園のよ
うな施設も見学可能な見学場所に含めてもよい。
【符号の説明】
【００７８】
　　１　見学スケジュール作成システム
　１０　申込管理用端末
　１２　設備管理用端末
　２０　サーバ
　２２　ＣＰＵ
　２４　大容量記憶装置
　４０　ユーザ端末
　５０　インターネット網
　１００　１号機
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　１０２　２号機
　１０４　３号機
　１０６　取水口
　１０８　放水口
　１１０　煙突
　１１２　石炭サイロ
　１１４　港
　１１６　石炭船
　１２０　石炭運搬用鉄道

【図１】 【図２】

【図３】
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